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１．はじめに
平成１２年（2000年）１０月６日に起きた鳥取県西部地震伽7.3、震度６強）は、ユーラシアプレートに対して東から
押し寄せる太平洋プレートの力が震央地下の岩盤を西方向に圧縮したことにより内陸の活断層がずれて岩盤破壊にいたり発生
した内陸型である［1］と考えられている。つまり、iMl球の全表面は鉄成分を含tj硬い岩石のプレートで榎わｵTていて、この厚
さは略70～150kｍ、広さは大きいもの７枚（ユーラシア、太平1羊では10,000kｍ2）と、それらの隙間を埋め尽くす小さいも
の（フイリピン海、アラビア海など２～3,000kｍ2）によって構成されている。これらは大陸プレートと海洋プレートの二つに
大きく分類されるが、これらプレート上部の地上に近い場所を地殻といい、比較的硬い岩盤からできており、それぞれ、大陸
プレート（厚さ３０～70kｍ、成分：花崗岩)、おより､毎洋プレート（厚さ５～101ｍl、成分：玄武岩）で構成されていると考え
られ、この深さの範囲を岩石圏と呼んでいる。各々のプレートは一年間に1～10ｃｍの速さで動いており、それそ;rl相隣るプレ
ートの縁端は上下に重なり合っていたり（収束型：海構)、突き合わさったり（発散型：海嶺）或いは場所によればすれちがっ
たり（トランスフォーム断層）している。これらは経年変化の$課、相隣るプレート間に内部応力的ストレスが蓄積され、結
果的に各種形式の地震発生に繋がると考えられている。地震が起こる時は、プレート地殻内の岩盤での微小な破壊（mmo‐
Huctuation)が誘発する｡現在､地球_上各地面の年間の移動変化状態は上記の数(直に見られる様にかなり高精度にGPS(GlObal
PosdtjoningSystem;1N地球Ｉ則位システム）などによって鐡則されている。
化坊、プレート移動によるこの種の地震に対し、同年８月１８日におこったところの伊豆諸島・三宅島噴火における地震
発生のメカニズムは､上述のものとは異なるものであって、この場合は､硬いプレート岩盤の下の高温(～1,500゜K）でき梱溶
体のようなものからできている上部マントル帯(400～660kｍの深さの間)力噛成されていて､その中の地下200～300ｈmの
場所に成長するところのマグマ（鉄を含んだ岩石で推定温度300～1,100.Ｋの半固溶体）のかたまり（マグマだまり）がその
直上の2kｍ程度の位置で地下水により成長した熱水のかたまり（熱水釜）の冷去１１作用を受けて収縮した結果、このマグマだま
り内の圧力の急上昇をきたし、上部の最弱箇所を破壊し､爆発性の水蒸気ガスとj容岩を地上に噴出したものである［2］と解ＷＨ
されている。
近年、計1111技術の急速な進展とともに、日本列島周辺では、アムールプレートオホーツクプレートフイリピン海プレー
トおよび太平洋プレートの各プレートどうしがそれぞr]互いに接していることが明らかとなり、海溝型地震の多発地域と考え
られるようになり、このため2001年には専門委員会が内閣府中央防災会議により設けられ､現在､之の対応策を検討中である。
２．予知検出方法の現況
現在､地震予知の研究には､①測地学的傾斜､②宏観異常現象､③地球化学的前兆シグナル、およ〔N④電気磁気学的シグ
ナルなど各種方策のものが試行されている。これらの中で､④はさらに、直流電流ノイズ､磁気的ノイズ､低周波・高周波的
ノイズを測定する方法などに大別される。いずｵTにしても、予め地震の起こる場所（震央)・時刻・規模を特定することが必須
事項となり、この観点からすると、④は他の方法と比較して、震央の位置を比較的少ない観測点でもってベクトル的に特定し
やすいというメリットとともに、特にⅢＭバンドのような周波数領域を用いる場合においては、構造学的なトレンチ法や長距
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雛的なＮＨｋＮ法などと較べて測定器具やシステムの取り扱い容易、観測装置の廉価とともに軽量．小型化が期待できる
ロﾛ、61ｍ。
３．回picenterQuickSettinglonization⑪QSD1ayerの仮説
司魍R前兆の地殻1M鰯に伴う電荷の生成と地表面大気圏（＝13,0Ⅱ、）の電磁気環境について－－
s､Chapman供1900年)は､太陽輻射によってオーロラや磁気嵐の天文･地球物理学の周期的変化現象力湛こることを理
論的に提唱し、次いで、上層大気中（＝500kｍ）に電離層が形成されることを実験的に確かめた[81．ところで､宇宙線や流星
などの大気圏突入に際し短期間に電離ダクトやバーストが発生し、近年、電波通信路中の電磁波ノイズの振る舞いと地震予知
における電磁波ノイズとの関連が取り沙汰されるようになってきた【９１．
－方、前述の硬い岩盤の地殻は、地上から30～40kｍの深さに向かってこの区間を大陸地殻とも呼熾勘:、ここの岩石の成
分はSiO2Gﾖ難塩iMi轍））が55%程度含まれている。この地殻の中に日本名では石英、長石、雲母、輝石、電気石､柘榴石、
ジルコン、オパルなどの名称で取り扱われている結晶体は､加熱や力旺により圧電性、焦電性光電性を顕すという特
性を持っているものが存在している[101.また､最近の超高圧実験の結果では､上部マントル内の圧力は10～2OCPaと推定さ
れており、さらにl00GPaを越すと想定される下部マントルの内部では溶融鉄と珪酸塩との遷移金属化合物は電子の殻構造転
移のためＭＡＳ構造に相転移し、電気伝導度も金属のそれに近くなるのではないかと報告されている[11]・
兵庫県南部地震（通称、阪神・淡路大地震Ｍ72、震度７，１９９９．０１．１７）前後の宏観異常現象についての証言内容を
類型的に整理した報告［12]、ならびに地震発生時前後においての震央近辺におけるラドン、トロンなどの放射性微粒子を含む
帯電エアロゾルを捕集・計測し、それらの濃度についての時間変化を調査し、地震との関係を示した報告［13］を劇ﾅて、筆
者らは地震前兆期の短期間に震央電離層⑱pioenterQuickSettinglonization(EQSI)layer)なるものが形成されることを思考
し、ｊ1劃目するものである。
また昨今､地球の温暖化により、中国では激しい砂嵐が発生し、黄砂の舞い上がり理論が喧伝されている。粒子径ｌ０ａｍ
程度の均等砂粒の集団が風速10m/Bのエネルギーを受けて10kｍ付近の上空で漂流し、この発生持続期間は平均4～５日と報
ぜられている[14Ｊ･筆者らは既に同様な漂流理論の下に、トリウム壊変系列のラドン(224Ra3.66．）やトロン(2201,55.6s）
の半減期を考慮して、地震伽7.0クラス）発生時の放射性粒子を含む荷電エアロゾル（1～25×103ノリｍの）の大氣11告拡散領
域は震央から半径約15kｍで0.3～10kｍの大気圏上空に､予知的に地震20～50時間前からEQSI層が形成されると想定して
おり、これらの実証を急いでいる。
ＦY9.1に震央電離層発生によるＦＭ放送波など電磁波の散乱現象の模式図を示す。
Before20-50hou応oIoccurTingofeonhquoke
ｊｈＩ
ＦＭｂ『ood
50～100Ｍ
Ⅱ［
畠 】「ロロ［。Ｌ」［］区 ＩＳｅゴー（（（かト
Ｈ9.1AdiagばammaticiUustmlionofthescatteringphenomenaDbrFMwavebyoccurringoftheEQSI1ayer
4．岡山理九岨R髄H1センター（OkayamaRjdaiSedsmicObservatjonCente囚ORSOC）の立ち挙げと初期観測データ
“な（』電磁気で地震の直前予知ができるか'，［15］にも幾度も繰り返して記してあるが、筆者らにおいても現状までの側
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定結果をまとめて極論すれば〈“地震前後のノイズの受信事例を成るべく多く集め予知波形のフォーマットを出来るだけ速く
作成すること'，に尽きる。とくにこの場合、電磁波形と地震前兆波形の関係が明確でないので、事例についてそれらを一つず
つ吟味する事が重要であるとともにＦＭ散乱ノイズの出所・原因を究明し、例えば高度・範囲などを含めてそれらの性質を明
らかにして置く事が肝要であるとおもわれる。
さて、1995年秋､筆者らの一人山本は標記ORSOCを主宰し､爾来､地震予知の研究に関し精力的に新機軸の立案･指導
の下､幾多の成果を得ている［16]・[17]・[18]・[19]・[20]・[21］ところであるが､前述の震央電離層の形成想定を踏まえ
て、新たにジヤイレーション形八木・宇田アンテナ（H9.2）を発案し、２００２年夏よりEQSI層からのＦＭ電磁波ノイ
ズの観測を行っている。ここで､Ｈｇ２は市販の５素子八木･宇田アンテナを４組一体としたものを示しており、ど（仰角）お
よび叩（方位角）をそれそ:れ各回転方向に手動出来る様にしてある。屋上床面からメインマストとサプマストとの交叉する回
転支持点Ｇまでの高さは5ｍである。このジヤイレーション型アンテナにおいて４組のそｵでそ;れアンテナ出力端子の＋と－の
接続方法を任意に選べば〈受信の総合ゲイン値は特性として各様にも取り出しが可能である｡Fig.3は測定システムの入力ライ
ン図を示しており、入力信号はブースタを介してＡ、Ｂの二周波に分波されている。ここで､ＡグループならびにＢグループ
はそれぞれⅢＭ放送信号を含むものと比較的含まないものとの周波数を使用して測定する。Fig.４は４組のアンテナ出力端子
を直並列複合接続したときの受信強度により指向特性を示した一例である。なお、このデータにおいては想定する震源の区域
を東南海・南海域と限定しているため、便宜上、岡山理大地震観測センター（ORSOC［17]）に対し」防向からの入射波の測
定は省略してある。また、パラメータとしてを（仰角）を採用し、１０度毎の方位角変位の測定所要時間は５分である。ＦH9.5
は第５号館屋上に設置したジヤイレーション型アンテナの概観を示す６
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ところで、このように受信アンテナを設置し、地震予知に絡むデータに就いて吟味してみると、①太陽面活動状態②天
候不順⑧流星の出現④航空機など飛翔体の浮遊⑤落雷などの諸原因により、ＦＭ散乱ノイズと震央上空に発生停滞す
る電離層⑥QsI層）によるｒＭ散乱ノイズとの間の波形的識別が困難であることが明らかとなって来た。
５．おわりに
筆者らがこれまでに地震予知観測の目的のため設営してきている電磁波ノイズ受信アンテナはすべて八木・宇田形式の変
形に過ぎず、このような受動的エネルギー測定法では本来目標とする震央の場所、地震発生の時刻およびマグニチュードの大
きさを的確かつ早期に測定することは困難である。
このため、手動レーダ方式で測定データを集める一方、日勤化とする様に計画を進めている。
本稿を措くにあたり、卿淀データの整理に協力を惜しまなかった山本・伊代野両研究室の卒研学生諸君に感謝する。
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